
京都交通㈱問題に係る対応について
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京 都 府

１ 京都交通㈱バス路線の課題

⇒

⇒

会社更生

⇒

２ 管財人からの要請

府中北部 １３市町
１７９路線
府民に与える影響極めて大
早 急 な 対 応 が 必 要

年間延べ７３３万人もの生活の足の確保
バ ス 路 線 維 持 等 補 助
毎年２億円超（国･府･市町）

施設・設備への多額の補助 出資 金投入（ ）

経 営 者 の 確 保

自治体の継続的な支援の大幅増加

府・関係市町

による早急な

対 応 協 議

路 線 再 編 （ 提 案 ）

年々利用者が減少 → 経営悪化

［ピーク時 1,380万人→ 733万人 ]（Ｓ55） （Ｈ13） （53％）
・モータリゼーションの進展
・少子・高齢化 等



３ 今後の対応

・ 今回の会社更生問題は、府民に与える影響が極めて大きく、府・関係市町が一体と
なって対処

・ 特に、会社からの要請を踏まえれば、利用の少ない地域において、従来の乗合バス
の形態のままでよいかなど、様々な課題がある。

・ こうした状況を踏まえ 「あるべき姿」をもとに、同社の役割、路線確保に対する、
支援のあり方など、地域ごとの実態を踏まえ、住民の理解も得た上で、行政としての
考え方を早急にまとめる必要

公共交通のあるべき姿

（ＷＧ「中間まとめ ）」⇔ ⇔

⇔

現在の路線

ワーキンググループ会議で、引き続き検討

・ エリア別のあり方」「
「 」、「 」、・現行路線を 広域長大路線 幹線

「地域内路線」に区分して、更に点検

＜府中北部地域公共交通ネットワークの今後のあり方」(大枠)中間まとめ(16.9.13)＞

「府中北部地域公共交通ネットワーク検討ワーキンググループ」を設置し、府、関係市
▲

町が一体となって、実務専門家の知恵も借りて構造改善に向けて「あるべき姿」を追求

新たに「住民(利用者)最適のネットワーク」構築

①交通手段(パーツ)を多様化＋コーディネート

住民(利用者)ニーズに応じた多様な手段(パーツ)
・乗合バス ・貸切バスの乗合利用乗合バス中心 ⇒
・市町営バス ・乗合タクシー
・地域やＮＰＯ等による自主運行バス 等

「新たなコーディネートの仕組み」の創設検討
わかりやすく使いやすい地域全体の
交通ネットワークの実現

②行政、住民、事業者が、例えば路線の計画や利用促進を含め協働

③行政支援も「便利なものに支援する」発想で、効率的、効果的になるよう見直し

管財人の要請

現行の行政負担

（ ）、 （ ）それぞれのたて軸 横軸 ⇔

⇔

を今後、早急にすり合わせ


